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NaturalEle貝ance

春咲きロマンチックも
３月２日､ ﾉ : ベニ杓さんちか店、
リフレッシュ・オーブ> 4 ／

透きとおった光は、

茨るでオーカ､ ､ンジーのよう仁。

頬をなゼ箔侃の心地よさは､ シルクのように。

パステルに色づいたつば諺のように、

わたしのお澗落どころ& 、

家を緋ちかいているみたい。

ＫＯＢＥＯＳＡＫＡＴＯＫＹＯ

神戸●本店三宮センター街T b I O 7 8 ( 3 3 2 ) ２１３５－６
エルベ店センターフラザl Ｆ花L O 7 8 ( 3 3 2 ) 2 8 2 9
ウイング店三宮センター街T b l O 7 8 < 3 3 2 ) 0 7 8 0 . 0 7 Ｂ８
さんちか店さんちかローザアヘニユーー､ 1 . 0 7 8 ( 3 2 1 ) 2 6 7 8 9
シヤコツク店三宮本通りT b L O 7 8 ( 3 3 2 ) 4 8 5 8
イヴーサンローラン店神戸そごう本館4Ｆ花1.07 8 ( 2 6 1 > 2 9 2 2
西神ブﾚ ﾝ ﾃ ｲ 店西神フレンテイ2 F T b L O 7 8 ( 9 9 1 ) 8 3 9 9

大阪●三番街店阪急三番街T b l O 6 ( 3 7 4 ) 0 1 3 7
ナピオ店N A V l O 阪急3 Ｆ７b 1 . 0 6 ( 3 1 6 ) 1 3 0 3 - 4
ミナミ店虹のまち5 - 3 号花1 . 0 6 ( ２１３) ６１２８
近鉄店上本町近鉄百貨店3 Ｆ‐､ 1 . 0 6 ( 7 7 3 ) ｜ｌｌ７

東京●銀座店ニユーメルサ1 ＦＴｂ1 . 0 3 ( 5 7 4 ) 8 0 1 2
ヴァしシデ｢ ﾉヵﾗ ｳ ｧ ﾆ ﾌテイック銀座メルサ1Ｆ海1 . 0 3 ( 5 6 4 ) 5 6 2 5
自由ケ丘店ニユーメルサ自由ケ丘ＴＥ1 . 0 3 ( 7 2 4 ) 8 8 8 8
日比谷店日比谷シャンテｌＦＴＢ1 . 0 3 ( 5 0 1 ）' 8 7 1 ～２
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／ 、

ｒＦａｇ= 石〔。Ｒ
新開発高級乗用車｢ セルシオー， ２１世紀に向けて神戸トヨペツトの

フラッグシップカー( 代表車) として発進

ｉ
毒

、

事
楽しいパビリオンづくりを進めています

ヨタL 剥皿■■

p 弗夷為６p 弗夷為６

認k電l諾

VRlJnK止血／

謹慧鍵
1

&鋤も．&鋤も．

里皇Z ローチ雌酪に匡覚冒呈窪流塞可
一一

I 、６医理- 1 諦首勇雪賎‘３１、Ｆ１』 』店曲塵軍唖

唾ﾉ Ｚ三友コア●ジアー●画一画璽･ エクシヴ●＝" ~ 訂＝毎｡ 。鰻ッ

g、
本社・神戸市兵庫区水木通２丁目１－１壷0 7 8 - 5 7 6 - 5 0 0 1 ㈹F A X O 7 8 - 5 7 6 - 5 0 9 4

お客様相談テレフオンフリーダイヤル0 1 2 0 - 3 7 3 5 6 7 ノ
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さまざまなおいしさをおとどけしま現
Ｍ１《ＫｊｐｈＷＨＩＳＫＹ 賛

沢
す
ぎ
る
と
言
っ
て
、

誰
も
つ
く
ら
表
か
つ
た
。

オールモルト
2,450円
新発売

、, 大麦麦芽( モルト) 以外の原料を一切使わま
い" という発想から生きれた、ニッカ『オール
モルト』。高価を大麦麦芽を異なる蒸溜法
により個性の違ウ２タイプのモルト原酒に仕
上げ､ そＬてブレンドする。いわば、モルトと
モルトのピニアプレンドも賛沢すぎて誰もつ
くらまかつた方いしさの誕生です｡ モルト本
来の豊かを香りとコク、比額なきやわらかな
飲みごこち。最初の一杯であまたのウイス
キーの考え方を変えてしきうかも知れきせん。

ﾓ ﾉ ﾚ ﾄ 1 0 0 ％､ 賛沢なおいしさ。
ＮＩＫＫＡＷＨＩＳＫＹ

祥I I t 7 5 0 m Q ( 価絡は､ メーカー耐副小把価桁･ 胴間税込み）
飲浦は2 0 歳を過ぎてから。
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口
車Ｉ

－－

ー

､ ①

イズム

』

引町１－１－１０
２２－３６４１

神戸北野店／０７８－２２２－２８１８
〒６５O 神戸市中央区山本通２－９－１７
神戸岡本店／０７８－４３１－１６９２
〒６５８神戸市東瀧区岡本１－１４－１O
神戸垂水店／０７８－７０６－１５５８
〒面神戸市垂水区神田町２９松林ヒル1 F
芦屋店／０７９７－３４－２０６０
〒6 5 9 芦屋市大廓T 2 8 番1 号パルテイ芦屋
京都北山店/ ０７５－７１１- ８５５８
〒曲京誰粒諒区下斡前鷺両5 Ｐ９Ｒ⑩喝Z ９．１Ｆ
加古川店／０７９４－２７－１４３１
〒６７５加古川市加古川町２１－８
橿岡天神店／０９２－７３１－５６１０
〒８１０福岡市中央区天神２－７－１８

〃全b 葛

口
車Ｉ

､ ①

⑤鴬薫鮮‘

－－

ー

８－２２２－２８１８
区山本通２－９－１７
８－４３１－１６９２
区岡本１－１４－１０
８－７０６－１５５８
図１２９松林ヒル1 Ｆ
９７－３４－２０６０
制号パルテイ芦屋
５－７１１－８５５８
画5Ｆ９Ｒ⑩喝Z 9 . 1Ｆ
９４－２７－１４３１
Ⅱ古川町２１－８
２－７３１－５６１０
Ｚ天神２－７－１８
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一
八
六
垂
年

お問い合せは

汲
奉
龍
馬
、

幕
末
の
浪
漫
に
華
や
ぐ
遊
学
の

″
長
崎
″
へ
渡
る
。

彼
の
青
春

風
雲
の
琴

坂
本
龍
馬

そ
れ
峰
金
平
糖
の
甘
さ
に
課
め
ら
れ
た
、

西
洋
文
明
の
輝
き
。
新
し
い
時
代
の
予
感

様
々
な
出
会
い
と
発
見
は
、

Ｐ
②

『坂本龍馬の蝿長崎に廼つｆ

1 9 9 0 年B月３日今1 1 月４日
長崎｢旅』博童会､この夏大公開〃
日本の歴史を紐解けば､ 数々のドﾗ ﾏ と浪浸を生んだ、旅" がある｡ 幕末の

長崎は､ 異国文化の終着駅q そして､ 近代文明の始発駅。

長崎｢ 旅J 博覧会では. 江戸時代への唯一の窓口とじて栄えた出島を再現し
た長崎ストーリー館にて､ 日本の歴史のもうひとつの旅､ 近代文明への旅をご
紹介しま魂r なんばんやかた｣ r オランダやしき｣ ｢ 幕末近代館｣ の3 つのパビ
リオンで､ お会いしましょう｡ その他､ スカイタワーや3 つの企業パビリオンが
見どころ。

⑨主会場／長崎港松が枝国際観光埠頭
グラバー園･ 孔子廟

●お問い合せ／長崎｢ 旅｣ 博覧会協会念0 9 5 8 ( 2 8 ) 2 3 8 6

長崎市観光課蛮0 9 5 8 ( 2 5 ) 5 1 5 1
長崎市観光協会冠0 9 5 8 ( 2 3 ) 7 4 2 3
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涌嶋克己〈ｲ ﾗ ｽ ﾄ ﾚ ｰ ﾀ ｰ〉
わくしま．かつみ、神戸市在住。
墨と筆を使い、心の中から涌き出て
くるイメージを独自のタッチで描いて
いく｡ ｢ 幼い頃、落書きをするときに感
じたワクワクする気持。そんな気持を
忘れないで、形にとらわれない自由な
発想で作品を造ってゆきたい_ , と語る。

ｰ

に

■新生肌かんしん”は、企業
理念も共感‘対話・信頼をキ
ーワードに、地域の人々と共
感の輪が拡がるｒときめきパ
ンクーI をめざして“豊かな暮
らしの提案. , とⅢ地域文化の
育成“を二大テーマとし、文
化面にも貢献してゆきたいと
念願しております。
この『かんしんストリート

ギャラリーJ も､ そんな私達の
願いをこめて、地元の新鋭ア
ーティストの発表の場として
活用して頂ければ幸いです。

生田新道に面したストリートギャラリー

毒i 雪盲需志= ＝ー
．
‐
枠
，
屯
毒

。
●
●
‘
ｉ
’
１
蝿
Ｌ
ｌ
ト
ー
恥
一
一

蜂
弘
耐
手

『

kdnSinstreetgaiIery<13〉

亜関西信用金; 庫|阿燕認識瀦砺脇蕊.”
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音楽部門

対
話
の
中
か
ら
音
楽
を
創
り
だ
す

識
洋
子
…
‐
》
．
…
箕

小
学
校
１
年
生
で
音
楽
と
出
会
い
２
年
後
に
は
、
将
来
は
音
楽
を
学
ぼ
う
と
決

心
し
た
と
い
う
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
戎
洋
子
さ
ん
は
相
愛
大
学
講
師
を
勤
め
る
一
方
、

オ
ペ
ラ
・
室
内
楽
の
名
伴
奏
者
と
し
て
幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
。
「
一
人
な
ら
相
の

力
は
相
で
し
か
な
い
け
れ
ど
、
人
が
集
ま
る
と
可
能
性
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い

く
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
誰
か
と
組
ん
で
演
ず
る
の
が
好
き
な
ん
で
す
。
」
と
語
る
。

ピ
ア
ノ
以
外
に
も
、
青
春
時
代
は
フ
オ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
を
結
成
ジ
ョ
ン
デ
ン
バ
ー

等
を
演
奏
し
ヤ
ン
グ
タ
ウ
ン
に
出
演
し
た
こ
と
も
。
派
手
で
華
や
か
な
作
品
が
大

好
き
な
戎
さ
ん
、
ご
自
身
も
き
ら
き
ら
し
て
魅
力
溢
れ
る
素
敵
な
女
性
で
あ
る
。

西
宮
市
出
身
。
〃
年
大
阪
府
民
劇
場
奨
励
賞
受
賞
。
（
北
野
町
グ
ラ
シ
ア
ニ
に
て
）

-クラ

７９肋

」

第十九回ブルーメール賞受賞者

Ｂﾉ ＵｅＭｅｒ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



鳥

＝

、

…
ｌ
ｊ
．
、
皇
暮
…
雲
繕
ｉ

Ｗ
肌
Ｉ
伽
蔽
＃
鷺
！
§
ｉ
；
‐
’
１
，
１

戸
向

！

‐
罰
‐

泳
繍
‐

…
１
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職
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１
…
１
’

限
り
な
く
、
広
が
る
創
造
性
…

中
村
一
夫
＃
イ
ナ
‐
》
”
製
言
撫
膜
・
遮

さ
す
が
と
思
わ
ず
納
得
す
る
ほ
ど
、
自
然
に
ポ
ー
ズ
が
決
ま
る
。
デ
ザ
イ
ナ
ー

ら
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
雰
囲
気
に
シ
ャ
ー
プ
な
感
性
が
漂
う
。

昨
年
、
京
阪
神
で
行
わ
れ
た
〃
Ｗ
Ｆ
Ｆ
的
〃
の
イ
ベ
ン
ト
。
な
か
で
も
「
神
戸
の

ニ
ュ
ー
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
日
比
野
克
彦
卯
春
夏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の

興
奮
を
一
気
に
盛
り
上
げ
た
。
な
か
で
も
ニ
ュ
ー
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
ひ
と
り
と
し

て
独
特
な
創
造
性
で
ピ
カ
ソ
を
表
現
し
た
彼
の
シ
ョ
ー
は
観
る
者
を
圧
倒
し
、
衝

撃
を
与
え
た
。
㈱
イ
ズ
ム
の
創
造
か
ら
参
画
し
、
今
年
で
９
年
目
、
現
在
は
企
画

立
案
か
ら
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ま
で
手
掛
け
る
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
。
「
今
、

興
味
が
あ
る
の
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
」
と
前
向
き
に
躍
動
す
る
姿
勢

は
、
京
都
生
ま
れ
の
神
戸
っ
子
の
強
さ
所
以
だ
ろ
う
か
。
（
㈱
イ
ズ
ム
に
て
）

Ｉ
Ｌ
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「
℃
の
『
の
○
コ
堅
の
④
’
一
の
「
く
「
Ｏ
ョ
○
酉
と
名
付
け
ら
れ
た
ア
ト
リ
エ
は
心
地
良
い
Ｂ

Ｇ
Ｍ
と
観
葉
植
物
、
大
き
な
花
び
ら
や
小
さ
な
お
月
様
が
カ
ラ
フ
ル
に
並
ん
で
い

て
、
彼
女
の
作
品
を
思
わ
せ
る
。
「
テ
ー
マ
な
ん
て
大
袈
裟
な
も
の
は
な
い
ん
で

す
。
た
だ
日
常
の
出
来
事
、
自
然
の
流
れ
と
い
う
か
、
春
に
な
っ
て
窓
を
開
け
た

ら
風
が
気
持
ち
良
か
っ
た
り
、
天
気
が
い
い
と
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
き
た
い
な
と
感

じ
た
り
、
そ
ん
な
些
細
な
発
見
を
作
品
に
結
び
つ
け
て
い
る
ん
で
す
。
」
と
、
３
才

に
な
る
万
里
ち
ゃ
ん
の
相
手
を
し
な
が
ら
飾
り
気
の
な
い
笑
顔
で
語
る
。
「
覗
い
た

り
、
し
ゃ
が
ん
だ
り
、
見
上
げ
た
り
、
自
分
の
目
の
高
さ
で
な
い
視
点
か
ら
自
然
を

感
じ
て
私
ら
し
い
も
の
を
創
っ
て
い
ま
す
。
」
少
し
の
無
理
も
な
く
自
然
の
中
に
溶

け
込
ん
で
、
精
一
杯
楽
し
ん
で
い
る
、
そ
ん
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
。

カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

Ｉ

戸

キ
ャ
ン
バ
ス
を
飛
び
出
し
た

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

杉
山
知
子
《
驚
維
蓬

Ｂ/ ｕｅＭｅｒ

美術部門

●

÷ ｡ で両 ｡

第十九回ブルーメール賞受賞者

７９油
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引

二

自
己
存
在
の
発
見
を
求
め
て

田
中
‐
紀
子
《
職
人
》

「
詩
を
書
く
の
は
人
生
を
考
え
る
た
め
、
つ
ま
り
自
己
存
在
の
発
見
を
求
め
て

で
す
」
田
中
紀
子
さ
ん
（
如
才
）
は
、
詩
の
創
作
理
由
を
こ
う
語
っ
て
い
る
。

兵
庫
区
で
生
ま
れ
育
ち
蕊
親
和
女
子
高
校
を
卒
業
。
詩
を
本
格
的
に
始
め
た
の

は
距
年
に
同
人
５
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
『
豹
樹
』
か
ら
。
現
在
は
同
人
誌
『
豹
樹

Ⅱ
』
を
年
３
回
発
行
し
て
い
る
。
馴
年
に
『
沫
浴
』
、
朗
年
に
『
ジ
ャ
カ
ル
タ
』

と
い
う
２
冊
の
個
人
詩
集
を
出
版
し
、
「
自
分
の
手
で
本
を
作
る
喜
び
が
わ
か
り

ま
し
た
。
詩
と
い
う
と
マ
イ
ナ
ー
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
１
人
で
も
多
く

の
人
に
読
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
語
る
。
「
将
来
は
、
エ
ッ
セ
イ
や
童
話
も
書
い

て
み
た
い
」
と
夢
は
大
き
く
ふ
く
ら
ん
で
い
く
。
（
垂
水
の
自
宅
に
て
）

カ
メ
ラ
・
池
田
年
夫

司園一

Ｌ

’
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一
恥幸

一

‐

美
倉
戸
邦
に
式
。
多
し

く
大
神
の
月
会
た
で
立

ｒ

一
一

一
一

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
和
三
千
世
主

や
ま
と
が
く
ら
ん
か
い

大
和
楽
「
篇
の
会
」
蔀
蕊
匝

〆診潅雲〆診潅雲
一
一
吟

｛
・
砥

ー
Ｆ
客

一
一
碑

ザ

一
■ ザ

一
■

ー画用

ア

目』一
幸
ｃ

ｈ
巳

吐 一
幸
ｃ

ｈ
巳

吐 、
記
寺

『
師

大和楽とは一一日本の新しい邦楽。大和は国のまほろば、その名の如
しい音楽一一。そして大和楽と命名されました。この大和楽（創設者・
喪七郎) に魅せられて､ 東京の初代家元大和美世葵のもとへ稽古に通い、
に大和楽を広めたのは大和三千世師である。昨年１月は神戸市立博物館
楽サロンで､ ２月は歌舞伎座で市川団十郎の光源氏の舞台でタテ唄を、８
は師籍3 5 周年の会を新神戸オリエンタル劇場で､ ９月にはフェスピック閉
にワールド記念ホールで華麗な舞台の演奏を大和楽蘭の会として出場し
他にも民音の大和楽まつりや、舞踊の地方として三味線音楽の流麗さ
くのフアンを得、また子弟の育成に力をつくし新邦楽としての地位を確
ている。

｛
蝿

一
や

言
一
声
郡

一
毎
雪

『

面ａ功

一凸一

面＆和
一

一
》

■ 〈
和
三
千
世
羊

’
且
リ
ー
蝋
〃

・
り
職

画

-4.・畠

今

ｉ〆

｛
唖

一
や

霊
一

ｙ

’

一

渥司挙璽弓一鑑
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来
年
の
子
龍
誕
生

に
期
待

神
戸
の
年
中
行
事
の
中
で
も
、
ひ
と

き
わ
華
や
か
な
祭
。
南
京
町
の
「
春
節

祭
」
・
年
々
人
出
が
増
す
一
方
の
こ
の

祭
の
呼
び
物
は
、
地
元
、
南
京
町
舞
龍

隊
に
よ
る
龍
の
雛
い
。

４
年
前
に
発
足
さ
れ
た
青
年
部
の
初

代
部
長
の
音
頭
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
同

舞
龍
隊
の
隊
員
数
は
、
現
在
鋤
余
名
。

中
国
の
春
節
祭
の
模
様
を
収
め
た
ビ
デ

オ
等
を
参
考
に
、
隊
員
ら
が
見
よ
う
見

ま
ね
で
、
舞
い
や
お
雌
を
会
得
し
、
練

習
を
重
ね
た
結
果
、
あ
の
生
き
て
い
る

か
の
よ
う
な
躍
動
的
な
龍
を
演
ず
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

隊
員
ら
に
よ
っ
て
操
ら
れ
る
二
頭
の

１
ロ
ン

龍
。
雌
の
美
龍
は
全
長
卯
メ
Ｉ
ト
ル
、

ロ
ン
ロ
ン

雄
の
龍
龍
は
全
長
⑬
メ
ー
ト
ル
に
も
お

よ
び
、
龍
龍
に
い
た
っ
て
は
、
操
作
に

釦
人
を
要
す
る
。
全
員
が
呼
吸
を
合
わ

せ
て
、
尻
尾
抜
き
、
中
抜
き
な
ど
数
々

の
技
を
激
し
い
動
き
の
中
で
混
じ
え
る

際
に
は
、
負
傷
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

あ
る
そ
う
だ
。

年
々
盛
大
に
な
っ
て
い
く
春
節
祭
。

次
回
は
、
子
龍
の
誕
生
も
う
わ
さ
さ
れ

て
お
り
、
も
し
か
す
る
と
来
年
は
、
勇

壮
で
華
腿
な
舞
い
に
加
え
て
、
愛
ら
し

い
舞
い
が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

尚
、
南
京
町
舞
龍
隊
で
は
現
在
メ
ン

バ
ー
を
募
集
中
。
祭
好
き
の
方
な
ら
職

業
は
全
く
問
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
参
加
し

て
下
さ
い
。

■
連
絡
先

〒
剛
神
戸
市
中
央
区
栄
町
通
一
丁
目
三
番
一
七
号

冠
（
０
７
８
）
３
３
２
１
２
８
９
６

南
京
町
商
店
街
振
興
組
合

（
写
真
は
１
月
お
日
、
第
三
回
南
京
町
春
節
祭
に
て
）

一
一

ある集い■南京町舞龍隊

廻
こり唾＝

ｈ Ｄ

Ｅ

儀毎
弼
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蕊
■
連
絡
先

〒
細
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
丁
目
一
番
六
号

国
際
会
館
３
Ｆ

恋
（
０
７
８
）
２
５
１
１
４
５
３
４

日
ソ
協
会
兵
庫
県
支
部
連
合
会

（
写
真
は
１
月
Ｍ
日
、
日
ソ
親
善
も
み
の
木
ま
つ
り
よ
り
〉

．詞 －

コ

■
詞
Ⅷ

『 ＝鐸

』 謬ﾜ戸 戸 一ｂ一

_ ‘一画' ９口日ソ親善購謂肋釣り
、１偶も

‐' 一聴蕊蕊騨謹蕊響饗禦響騨冨蕊
- 罰］’号一一ｍ；，

認……魁'ｌＩｌｌｌｌ－－－Ｘ

》

『

愚皿晶，
訓Ｌ二画Ⅸ i警驚

詞凸凶慰
■
２
－
．
『

宝
‐

０
》
一ｑ

＝Fｐこつ １

騨冒wI鞘
熱託､瀞 曇謹『

、１

一
一
陸

吋
皇､Ｉ
Ｆ

聾

幸
『

、

一
弘
》 鞍

､雫
悠？

友
好
は
、

マ
ラ
ソ
ン
気
分
で

車
木
蓉
子

（
日
ソ
協
会
兵
庫
県
支
部
連
合
会
理
事
）

〃
新
年
も
み
の
木
ま
つ
り
”
は
、
例

年
に
ま
し
て
、
大
勢
の
お
客
さ
ま
の
熱

気
に
暖
か
く
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

は
る
ば
る
の
船
旅
疲
れ
も
兇
せ
ず
、

華
や
か
な
民
族
衣
装
を
着
け
た
ソ
ビ
エ

ト
の
美
少
年
た
ち
が
、
歌
と
ダ
ン
ス
を

披
露
。
楽
し
い
雰
囲
気
を
も
り
あ
げ
て

く
れ
ま
し
た
。

地
理
的
に
、
雌
も
近
い
国
で
あ
り
な

が
ら
、
な
ん
と
な
く
馴
染
み
う
す
い
外

国
に
感
じ
ら
れ
て
い
る
ソ
連
邦
で
す
が
、

親
善
と
理
解
を
目
的
に
、
日
ソ
協
会
が

誕
生
し
た
の
は
一
九
五
七
年
、
日
ソ
国

交
回
復
の
実
現
と
同
時
期
で
す
。

初
代
会
長
は
故
鳩
山
一
郎
氏
。
都
道

府
県
ご
と
に
組
織
が
つ
く
ら
れ
、
兵
庫

県
連
の
四
十
一
年
の
歩
み
は
、
ロ
シ
ア

語
講
座
・
ソ
連
の
歌
を
う
た
う
会
・
観

光
船
上
の
夕
べ
・
演
奏
会
・
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
・
ピ
オ
ネ
ー
ル
キ
ャ
ン
プ
へ
の
小
中

学
生
の
派
遣
・
機
関
紙
の
発
行
な
ど
、

多
彩
な
行
事
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

日
ソ
協
会
の
特
徴
は
、
あ
ら
ゆ
る
咽

の
会
員
に
支
え
ら
れ
、
友
好
と
交
流
を

深
め
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。

三
月
は
、
神
戸
で
全
国
総
会
が
開
雌

さ
れ
、
五
月
は
、
ソ
ビ
エ
ト
で
最
も
古

い
歴
史
を
も
つ
〃
ス
ベ
ル
ド
ロ
フ
ス
ク

オ
ペ
ラ
バ
レ
ー
劇
場
″
が
公
演
し
ま
す
。

ま
た
最
近
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
勉
強

会
で
法
律
・
経
済
・
文
学
の
面
か
ら
各

々
専
門
家
の
話
を
聴
講
し
ま
し
た
。

？
毎遷

●
一
一

鵬

」
》
旅

コ
ョ

＝ｒ
』

Ｐ
Ｐ
Ｌ
壷雷

ノ

〕
罫
宕

雪 信動
~唾ｒ
一

門一 川
旧
１
銑
ｗ
』

ｈ

』

,。,。

§h園鯉惚
ツ Ｉｑ’ 樋ｈｈ

写

』Ｉ

Ⅷ

』Ｉ

あ る集い■日ソ協会兵庫県支部連合会
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